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例年より早い梅雨入りとなった今月、６月８日（水）運動部所属の生徒にとって3年最後の大会である

総体支部予選が開催されました。本校からは、野球、バレー、バスケットボール男女、卓球、剣道が参加し

ました。４月末の選手権大会終了後、１ヶ月程度の練習期間ではありましたが生徒たちは休日を返上し学校

での練習や他校との練習試合に取り組み、前回の雪辱をはらすべく頑張っていました。けがの完治が間に合

わず悔しい思いをした生徒もいました。部活動は進学後も続けてもらいたいものです。３年生にとってはコ

ロナ対策に苦しめられた中学校の３年間であったに違いありませんが、下級生と力を合わせ取り組んだ頑張

りは、必ず次のチャレンジへのエネルギーになります。今回の予選で敗退してしまった部の３年生は引退と

なります。次の目標への切り替えと、後輩の頑張りの支援をお願いしたいと思います。

＜試合結果＞

野球部 西中０－３猿橋中 第3位（富士吉田市市制祭野球大会出場）

バレー部 西中２－１秋中 西中０－２上中 西中０ー２猿橋中 第３位

バスケ男 西中30ー45猿橋中 西中39ー42上中 第４位

バスケ女 西中23ー65大月東中 西中16ー103猿橋中 第４位

卓 球 【男子団体】 西中3ー2丹波中 西中1ー3大月東中 西中3ー0猿橋中

西中3ー1小菅中・秋山中合同 第2位（県大会出場）

【男子個人】 第3位 溝呂木（西中）

剣 道 【男子団体】 西中４ー１猿橋中 優勝（県大会出場）

【男子個人】 優勝 黒栁（西中）第2位 山口（西中） （両者県大会出場）

【女子個人】 優勝 鈴木（西中）第2位 長門（西中） （両者県大会出場）
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6月17日（金）都留市やまびこ陸上競技場にて支部陸上競技大会が開催されました。本校陸上部の生徒

と学校代表という形で選抜された生徒が参加しました。放課後の練習では陸上部が中心となり、声を出して

チームとしての結束力を高めていました。各種目で上位2位に入った者から、７月末に開催される県大会に

北都留地区代表として参加します。どの生徒も練習の成果を発揮すべく、自己ベストを目指して頑張ってい

ました。また、当日には大会補助員として本校の生徒も運営を手伝い、本当によく頑張っていました。選手、

補助員が一丸となって大会を盛り上げていました。
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「Ｑ-Ｕ」とは、生徒に実施する心理調査のことで「居心地の良いクラス」や「やる気のあるクラス」をつ

くるためのアンケートです。この検査は、毎年2回実施され市の公費でまかなわれています。生徒が学級の

中で満足した学校生活が送れているのか、またどのような不安を抱えているかがデータとして分かるもので

す。教師が教育課程を進めていく中で個々の生徒の状態を把握し、効果的な集団づくりに役立てるために行

っています。さらにこの検査では、いじめの被害を受けている可能性のある生徒や不登校になる可能性のあ

る生徒の状況についてもデータ分析から知ることができます。今回の研修では、データ分析の手立てや、今

後の生徒への対応を具体的に学びました。講師にはこの検査に精通し多くの実践を積んだ方を招き、本校の

データを職員と一緒になって分析し、今後の対処について討議しました。「生徒への関わりは、全職員がチ

ーム体制で臨むこと」このことを何度もおっしゃっていました。かつては、担任のみの対応が多かったので

すが、中学では教科、部活動、委員会活動、学年など多くの職員の共通理解による関わりが重要であり、そ

れが最も効果的であるとのことです。いじめや友達とのトラブル、学習への不安など思春期の悩みは生徒一

人一人異なりますが、必ず何かに悩んでいます。我々教師が、生徒に寄り添い、保護者と協力して支援して

いくことが最も重要です。これからも生徒たちのためになる研修に力を入れていきます。


